
                         

                         

「
桜
の
木
に
な
ろ
う
」 

 
 
 
 
 

校
長 
 

中
村 

義
則 

 

十
二
月
九
日
（
月
）
か
ら
「
冬
期
ス

ク
ー
ル
バ
ス
」
の
運
行
が
始
ま
り
ま
す
。

全
国
的
に
、
雪
の
便
り
も
聞
か
れ
る
こ

ろ
と
な
り
ま
し
た
。
夕
暮
れ
も
早
く
な

り
、
冬
期
の
降
雪
で
、
道
路
の
状
況
も

大
き
く
変
化
し
ま
す
。
車
道
や
歩
道
が

狭
く
な
り
、
交
差
点
の
見
通
し
も
悪
く

な
り
ま
す
。
登
下
校
及
び
、
帰
宅
後
の

交
通
安
全
に
十
分
注
意
す
る
と
と
も

に
、
川
や
山
の
雪
の
事
故
に
も
十
分
注

意
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

十
一
月
二
十
日
（
水
）
に
期
末
テ
ス

ト
が
終
了
し
、
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）

に
は
、
三
年
生
の
進
学
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
、
厳
し
い
受
検

へ
の
取
組
を
含
め
て
、
焦
ら
ず
慌
て
ず
、

「
今
何
を
す
る
べ
き
か
」
予
定
を
刻
み

込
ん
で
自
信
の
進
路
を
切
り
開
い
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

松
下
幸
之
助
氏
の
随
想
集
「
道
を
ひ

ら
く
」
の
中
に
、「
時
を
待
つ
心
」
と

い
う
随
想
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。 

何
ご
と
に
も
時
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
目
に
は
見
え
な
い
大
自
然
の
力
で

あ
る
。
い
か
に
望
も
う
と
、
春
が
来
な

け
れ
ば
桜
は
咲
か
ぬ
。
冬
が
来
れ
ば
春

は
近
い
。
桜
は
静
か
に
そ
の
春
を
待
つ
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
大
自
然
の
恵
み
を
心

か

ら

信
じ

切

っ
た

姿

と

言

え
よ

う
・
・
・
・
中
略
。
静
か
に
春
を
待
つ

桜
は
、
一
瞬
の
休
み
も
な
く
力
を
た
く

わ
え
て
い
る
。
た
く
わ
え
ら
れ
た
力
が

な
け
れ
ば
事
は
成
就
し
な
い
で
あ
ろ

う
。・
・
・
・
以
下
略
。 

校
舎
か
ら
見
え
る
桜
の
木
々
は
、
見

事
だ
っ
た
紅
葉
の
葉
を
す
べ
て
落
と

し
、
静
か
に
時
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

桜
の
よ
う
に
じ
っ
く
り
力
を
た
く
わ

え
、
学
習
面
、
生
活
面
で
自
己
を
見
つ

め
直
し
、
時
間
・
体
調
管
理
を
し
て
、

困
難
に
打
ち
勝
つ
強
い
心
で
、
こ
の
冬

を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

春
は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
着
々
と

力
を
蓄
え
る
桜
の
木
に
な
ろ
う
。 

平
成
二
十
五
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
か

月
と
な
り
ま
し
た
。今
後
と
も
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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11月号 

笹神中学校 

 笹中たより 11月号  

（
理
科
の
授
業
の
一
場
面
よ
り
） 
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十
一
月
の
笹
中 
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◆
人
権
の
日 
い
じ
め
気
付
き
集
会 

十
一
月
七
日
（
木
）
に
、
生
徒
会

い
じ
め
気
付
き
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
会
総
務
の
進
行
で
、
い
じ

め
の
寸
劇
か
ら
、
い
じ
め
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
各
学
級
で
「
い
じ
め
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
」
を

話
し
合
い
、
学
級
と
し
て
一
つ
の
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
十
一
月
十
八
日

（
月
）
の
生
徒
朝
会
で
学
級
代
表
が

発
表
し
ま
し
た
。 

 

▼
我
が
ク
ラ
ス
の
「
い
じ
め
起
こ
し
ま
宣
言
」 

一
年
一
組 

思
い
や
り
を
大
切
に
！ 

一
年
二
組 

暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
自
分
に
さ
れ
て
嫌
な 

こ
と
は
人
に
は
し
な
い
！ 

二
年
一
組 

人
と
の
適
切
な
距
離
を
保
ち
ま
す
！ 

二
年
二
組 

誰
に
で
も
声
を
か
け
一
人
ぼ
っ
ち
の
人
を 

つ
く
ら
な
い 

三
年
一
組 

人
に
や
ら
れ
て
嫌
な
こ
と
は
し
な
い 

三
年
二
組 

み
ん
な
で
仲
良
く
し
て
声
を
か
け
あ
う
！ 

三
年
三
組 

暴
言
（
死
ね･

き
も
い･

く
さ
い･

ウ
ザ
イ
） 

を
人
に
対
し
て
言
わ
な
い
！ 

 

◆
ス
ポ
レ
ク
大
会 

十
一
月
二
十
日
（
水
）、
体
育
委
員

会
主
催
の
ス
ポ
レ
ク
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
種
目
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、

笹
神
中
学
校
と
さ
さ
か
み
体
育
館
を

会
場
に
、
七
ク
ラ
ス
＋
教
員
チ
ー
ム

の
計
八
チ
ー
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

グ
ラ
チ
ャ
ン
バ
レ
ー
の
影
響
も
あ

り
、
と
て
も
熱
の
入
っ
た
試
合
に
な

り
ま
し
た
。
結
果
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。 

 

▼
ス
ポ
レ
ク
大
会
結
果 

 

笹
神
中
会
場 

優
勝 

三
年
一
組 

 
 
 
 
 
 
 

二
位 

教
員
チ
ー
ム 

 
 
 
 
 
 
 

三
位 

一
年
一
組 

さ
さ
体
会
場 

優
勝 

三
年
三
組 

 
 
 
 
 
 

二
位 

教
員
チ
ー
ム 

 
 
 
 
 
 

三
位 

二
年
二
組 

 

◆
巡
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

十
一
月
二
十
一
日
（
木
）、
新
潟
県

立
近
代
美
術
館
の
所
蔵
作
品
を
鑑
賞

す
る
「
巡
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
行

わ
れ
、
学
芸
員
の
方
の
説
明
の
後
、

鑑
賞
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

生
徒
の
感
想
の
中
に
は
「
と
に
か

く
リ
ア
ル
で
、
す
ご
く
細
か
い
絵
で

し
た
。
…
一
番
好
き
な
絵
で
す
。」
や

「
疲
れ
て
い
る
感
じ
が
出
て
い
た
。

作
者
は
ど
ん
な
思
い
で
作
っ
た
の
か

な
と
思
っ
た
。」
な
ど
、
各
自
お
気
に

入
り
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

▼
一
般
観
覧
者
の
感
想
か
ら 

加
山
又
造
、
ピ
カ
ソ
な
ど
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
又
造
の

作
品
の
繊
細
な
表
現
に
思
わ
ず
た
め

息
が
も
れ
ま
し
た
。
ボ
テ
ロ
の
作
品

は
魅
力
的
な
量
感
に
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
同
じ
時
間
に
三
年
生
が
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
が
、
鑑
賞
の
態
度
が

立
派
で
感
心
し
ま
し
た
。 



◆
健
康
劇
で
生
活
習
慣
病
を
学
ぶ 

十
一
月
二
十
六
日
（
火
）
、
市
健
康

推
進
課
保
健
師
・
栄
養
士
、
市
食
生

活
改
善
推
進
委
員
の
皆
様
が
来
校
さ

れ
、
二
年
生
を
対
象
と
し
た
生
活
習

慣
病
予
防
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
方
々
の

演
じ
る
健
康
劇
や
、
保
健
師
・
栄
養

士
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
知
識
や
予

防
法
等
の
説
明
、
ま
た
一
日
に
必
要

な
野
菜
の
量
を
実
際
に
量
っ
て
み
る

体
験
な
ど
を
通
し
て
、
生
徒
は
自
分

の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善
に

向
け
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 

                         

                         

                         <

各
種
大
会
・
発
表
会
等
の
主
な
結
果> 

 

▽
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル 

 

二
市
北
蒲
原
郡
審
査
会 

 

優
良
賞 

 

齋
藤 

 

成 

▽
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

 

新
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会 

優
良
賞 

 

佐
久
間
彩
佳 

▽
第
10
回
ふ
る
さ
と
子
ど
も
絵
画
展 

 

特 

賞 
 

田
代 

朋
美 

 

金 

賞 
 

音
田 

真
実 

 

金 

賞 
 

音
田 

春
奈 

 

銀 

賞 
 

川
上 

紅
季 

 

銀 

賞 
 

荒
木 

優
花 

 

銀 

賞 
 

下
條 

亜
希 

 

銅 

賞 
 

遠
藤 

夏
季 

 

銅 

賞 
 

篠
野 

 

栞 

 

銅 

賞 
 

中
川 

大
雅 

▽
五
泉
近
郷
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

大
会 

 
 

男
子 

第
３
位 

▽
実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
語
検
定
） 

 

３
級
合
格 

５
名 

 

４
級
合
格 

３
名 

 

５
級
合
格 

１
名 

 

◆
第
一
回
学
校
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た 

 

十
一
月
六
日
（
水
）
、
第
一
回
学
校
評
議

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
生

徒
・
教
職
員
・
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
基
に
、
学
校
が
分
析
し
た
成
果
と
課
題
を

説
明
し
、
学
校
評
議
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆

さ
ん
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
で
す
。 

殆
ど
の
生
徒
は
「
学
校
生
活
を
楽
し
い
と

感
じ
、
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
い
、
協
力
し

集
団
生
活
が
で
き
る
。
学
校
は
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
伝
え
、
自
分
た
ち
の
声
に
応
え
て
く

れ
る
。
」
と
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
「
家
で
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強

し
て
い
る
。
」
と
自
己
評
価
し
て
い
る
生
徒

は
六
割
に
と
ど
ま
り
、
保
護
者
評
価
も
四
割

と
低
く
、
学
力
向
上
に
向
け
て
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

委
員
か
ら
は
、
保
護
者
・
地
域
に
向
け
て

の
学
校
情
報
の
発
信
、
学
校
行
事
の
内
容
に

対
す
る
御
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
学
校
運
営
の
改
善
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
学
習
指
導
部
よ
り 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら 

▼
４
月
に
３
年
生
が
行
っ
た
「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
問
題
に
は
Ａ
問
題
、
主
と
し
て

知
識
を
問
う
問
題
。
Ｂ
問
題
、
主
と
し
て
活

用
を
問
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
笹
神
中
学

校
の
３
年
生
は
国
語
、
数
学
と
も
に
全
国
平

均
よ
り
も
や
や
低
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。 

▼
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
は
、

国
語
と
数
学
の
学
力
調
査
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
や
学
習
方
法
、
生
活

面
に
関
す
る
質
問
用
紙
調
査
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
項
目
を
紹
介

し
ま
す
。
▼
「
普
段
（
月
～
金
曜
日
）
、
１

日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
、
テ
レ
ビ
や

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し

ま
す
か
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す

か
。
」
と
い
う
項
目
で
は
、
全
国
と
比
べ
て

倍
以
上
時
間
が
長
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
▼
こ
の
こ
と
は
３
年
生
に
限
ら

ず
、
笹
中
生
全
般
に
言
え
る
こ
と
と
、
と
ら

え
て
い
ま
す
。
学
力
と
メ
デ
ィ
ア
視
聴
の
関

連
を
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。 



読書 1 2 3 4 5 6

1 日
３年実力テスト(8:15～12:30)

下越地区中学生新人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(笹神中・ささかみ体育館)

2 月 45分
全校朝会　立会演説会 全

校
× 12 13 14 15 生 生 ○ ／ 宇野

3 火 50分
生徒会役員選挙投票日　フッ素洗口

○ 21 22 23 24 25 26 ○ ／ 石川

Ａ 4 水 50分
Web配信診断問題（国語）

後期学校評価生徒ｱﾝｹｰﾄ実施（終学活時） × 31 32 33 34 35 ○ ／ 藤澤

5 木 50分
Web配信診断問題（数学） 　ＡＬＴ来校

× 51 52 53 54 55 56 ○ ／ 佐藤和
宇
野

週 6 金 45分
Web配信診断問題（英語）  専門委員会⑧　ＳＣ来校

ＡＬＴ来校 × 41 42 43 44 45 46 ○ ／ 廣川

7 土
開志学園高ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ（9:30～12:30）

8 日

9 月 45分
生徒朝会　＊職員会議⑫　部活動なし

冬季スクールバス運行開始(12/9～3/8)　諸校費口座引落日
生
徒

× 11 12 13 14 15
16
46

○ 15:40 土田

10 火 45分
個別懇談会　※部活動終了15:45　完全下校16:00

フッ素洗口 ○ 23 24 25 26 ○
13:30
16:05

渡邉

Ｂ 11 水 45分
個別懇談会

1 ○ 31 32 33 35 ○
13:30

16:05
笹川

12 木 45分
個別懇談会　ＡＬＴ来校

2 ○ 43 44 45 46 ○
13:30
16:05

酒井
石
川

週 13 金 45分
個別懇談会　ＡＬＴ来校

3 ○ 52 54 55 56 ○
13:30
16:05

石井

14 土

15 日

16 月 50分 ○ 11 12 13 14 15
16

26
○

16:05

17:20
小林

17 火 50分
フッ素洗口　＊ＰＴＡ会計監査

○ 21 22 23 24 25 ○
15:05
17:20

宇尾野

Ａ 18 水 50分 ○ 31 32 33 34 35 ○
15:05
17:20

皆川

19 木 45分
ＡＬＴ来校

○ 41 42 43 44 45 ○
15:05
17:20

規矩
藤
澤

週 20 金 45分
終業式　ＳＣ来校

○ 51 53 学 行 ○
13:40

16:05
畠山

21 土
冬季休業（～1/7）

22 日

23 月
天皇誕生日

24 火 廣川

25 水 佐藤和

26 木 藤澤

27 金 石川

28 土
年末・年始閉庁日　12/29（日）～1/3(金）

29 日

30 月

31 火

【１月の主な予定】

・６（月）　３年実力テスト

・８（水）　始業式

・９（木）・１０（金）・１５（水）　Web配信診断問題

・１０（金）　専門委員会

平成２５年度 12　月　学　校　暦 阿賀野市立笹神中学校

生徒会
月目標

いろいろな活動に積極的に取り組もう
  ①目標を持って、前向きに生活しよう！
　②学力向上に向け、勉強に力を入れよう！

　③生徒会活動に目を向け、活動を充実させよう！

日 曜 授業 学校行事等（＊会議・研修）
朝
会

授業予定 給
食

下校
バス

出張・ＰＴＡ等 日番
時間

板

備
　
　
考

・１５（水）　人権の日・職員会議

・２１（火）～２４（金）　３年三者面談

・２７（月）～２／１３（木）学習習慣向上期間

・２９（水）　入学説明会

                         

           

<冬季通学バス運行にともなって> 

12 月９日（月）から３月７日（金）まで遠距離

通学生徒の安全確保のため、通学バスが運行されま

す。対象となる生徒は、乗車マナーを守って利用し

てください。 

なお、大規模改修工事が間もなく終了します。特

に、冬季の登下校時の自家用車による送迎について

は、生徒玄関前から体育館前まで一方通行で、スム

ーズな車の流れにご協力をお願いします。 


